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今後の成長を見据えた生産体制の構築を日本と米国で進める

オーハシテクニカ <7628> は独立系の自動車部品メーカーで、約 400 社の日系自動車・車載機器メーカーにエ

ンジン及びトランスミッション周辺部品、内外装部品など約2万点にわたる精密加工部品を納入している。グルー

プ内製造子会社で対応する「ファクトリー機能」と、協力企業と協働で行う「ファブレス機能」を併せ持ち、品

質やコストなど顧客ニーズに対応して最適な提案ができるコンサルティング力と、グローバルな供給体制を構築

していることを強みとしている。こうした付加価値提案型のビジネスモデルによって、営業利益率は約 10%と

自動車部品業界の中でトップクラスの収益性を誇っている。

1. 2017 年 3 月期は円高の影響で減収減益に

2017 年 3月期の連結業績は売上高で前期比 6.2%減の 37,513 百万円、営業利益で同 15.5%減の 3,807 百万円

となった。日系自動車メーカーの生産は前期比微増で推移したものの、円高の影響により売上高で2,806百万円、

営業利益で 501 百万円の減収減益要因となったことや、本社移転に伴う賃借料及び関連費用等が増加したこと

が主因だ。

2. 2018 年 3 月期は若干の増収増益に転じる見通し

2018 年 3月期は売上高で前期比 1.3%増の 38,000 百万円、営業利益で同 1.1%増の 3,850 百万円と増収増益

に転じる見通し。日系自動車メーカーの生産台数は前期比微増を前提に、主な地域別では国内が横ばい、中国向

けが 17.4%増、米州向けが 1.2%減で見込んでいる。為替前提レートは 108.00 円 / 米ドル、16.00 円 / 中国元

と現状の水準からは円高で設定しているため、為替だけで見ると計画に対して上振れすることになる。米国の自

動車販売台数の落ち込みが懸念材料ではあるものの、円安効果で吸収可能な範囲であり会社計画は達成可能と弊

社では見ている。

3. 新工場を日本、米国で立ち上げる

同社は中期的な成長を見据えて、日本及び米国で新たな生産体制を構築する。国内では電動パワーステアリング

（以下、EPS）用部品を生産する新工場（三重県鈴鹿市）を 2017 年 2月に新設し、2018 年 3月期下期から量

産を開始する予定となっている。同工場の稼働により製造子会社のオーハシ技研工業 (株 )の売上高は 2017 年

3月期の約 32億円から 2022 年 3月期は約 50億円まで拡大する見通し。また、主要調達先である (株 ) ナカ

ヒョウと米国に製造子会社を 2017 年 4月に合弁で設立（出資比率 90%）。2017 年秋を目途に量産体制を整備

し、5年後には 10億円規模の生産体制を構築する。ナカヒョウに対しては関係強化を目的に、2017 年秋に株

式を 20%取得し、持分法適用関連会社とする予定。年間の利益は数千万円程度と見られるため、連結業績に与

える影響は軽微と思われる。同社は今後も主要調達先企業との戦略的パートナーシップの強化を推進していく方

針としている。
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要約

4. 配当性向 30% を視野に、安定的な配当成長を目指す方針

配当に関しては従来、配当性向で 20%以上を目安としてきたが、今後は 30%の水準を視野に入れ安定的な配

当成長を目指していく方針としている。2018 年 3月期の 1株当たり配当金は、前期比 2.0 円増配の 42.0 円（配

当性向 25.0%）と 6期連続の増配を予定している。また、株主優待では 3月末と 9月末に 100 株以上保有の株

主に対しておこめ券を贈呈している。その他、自己株式の取得についても適時検討していく方針としている。

Key Points

・付加価値提案営業と「ファクトリー＆ファブレス」体制を強みとした独立系自動車部品メーカー
・中国向けがけん引役となり、2018 年 3月期は 2期ぶりに増収増益に
・中期的に業界平均を上回る成長が続く見通し

期 期 期 期 期予

（百万円）

連結業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
（百万円）

出所：決算短信よりフィスコ作成
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██今後の見通し

中国向けがけん引役となり、2018 年 3月期は 2期ぶりに増収増益に

2018 年 3 月期の業績見通し

2018 年 3月期の連結業績は、売上高が前期比 1.3%増の 38,000 百万円、営業利益が同 1.1%増の 3,850 百万円、

経常利益が同1.6%増の3,950百万円と増収増益に転じる見通し。親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、

前期に計上した特別利益の反動により同 11.8%減の 2,500 百万円となる。

為替前提レートは、米ドルが108.00円と前期比で0.8%の円高を前提としているほか、中国元が16.00円（同2.3%

の円高）、英ポンドが 138.00 円（同 6.6%の円高）とそれぞれ円高水準で設定している。ただ、足元の為替レー

トは米ドルが 112 円、英ポンドが 141 円前後とそれぞれ前提レートを上回っており、今後も現在の為替水準が

続けば、売上高で 3〜 4億円、営業利益で 1億円弱程度のプラス要因になると弊社では試算している。

2018 年 3 月期連結業績見通し

（単位：百万円）

17/3 期 18/3 期予

実績 対売上比 会社計画 対売上比 前期比

売上高 37,513 - 38,000 - 1.3%

営業利益 3,807 10.2% 3,850 10.1% 1.1%

経常利益 3,888 10.4% 3,950 10.4% 1.6%

親会社株主に帰属する当期純利益 2,834 7.6% 2,500 6.6% -11.8%

1 株当たり当期純利益（円） 190.58 168.07

出所：決算短信よりフィスコ作成

為替レート	 （期中平均、対円）

17/3 期 18/3 期予 前期比

米ドル 108.84 108.00 -0.8%

中国元 16.37 16.00 -2.3%

タイバーツ 3.09 3.10 0.3%

英ポンド 147.72 138.00 -6.6%

メキシコペソ 5.84 5.50 -5.8%

台湾ドル 3.37 3.50 3.9%

出所：決算短信よりフィスコ作成
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今後の見通し

地域別業績見通し

（単位：百万円）

売上高 営業利益 営業利益率

17/3 期 18/3 期予 前期比 17/3 期 18/3 期予 前期比 17/3 期 18/3 期予

日本 19,974 20,000 0.1% 1,772 1,700 -4.1% 8.9% 8.5%

米州 9,007 8,900 -1.2% 1,139 1,100 -3.5% 12.6% 12.4%

中国 3,918 4,600 17.4% 527 700 32.8% 13.5% 15.2%

アセアン 2,552 2,600 1.9% 247 300 21.2% 9.7% 11.5%

欧州 2,060 1,900 -7.8% 245 100 -59.2% 11.9% 5.3%

台湾 - - - 38 50 31.1% - -

（連結調整） - - - -161 -100 - - -

合計 37,513 38,000 1.3% 3,807 3,850 1.1% 10.2% 10.1%

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

地域別で見ると、国内は売上高が前期比 0.1%増の 20,000 百万円、営業利益が同 4.1%減の 1,700 百万円を見

込む。国内の自動車生産については軽自動車の復調もあって、4〜 5月が前年同期比 10.9%増と好調に推移し

ているものの、同社主要顧客の通期計画を積み上げた生産台数は前期比横ばい水準となっているためだ。利益面

では鈴鹿新工場の立ち上げに伴う減価償却費の増加や生産ラインの移管及び新設などの立ち上げ費用増を見込

み、減益で計画を立てている。

一方、海外では米州が売上高で前期比 1.2%減の 8,900 百万円、営業利益で同 3.5%減の 1,100 百万円、中国が

売上高で同 17.4% 増の 4,600 百万円、営業利益で同 32.8% 増の 700 百万円、アセアンが売上高で同 1.9% 増

の 2,600 百万円、営業利益で同 21.2%増の 300 百万円、欧州が売上高で同 7.8%減の 1,900 百万円、営業利益

で同 59.2% 減の 100 百万円を見込んでいる。いずれも顧客の生産計画を積み上げたものとなっており、2018

年 3月期は中国市場が成長をけん引する格好となる。欧州については英ポンド安により仕入コストの上昇が影

響して営業利益も 2ケタ減益と厳しくなる見通し。このため、同社では現在、顧客と価格の見直し交渉を進め

ている。

同社の主力顧客である日系大手自動車 3グループの 2018 年 3月期の販売台数計画は、中国市場での販売増を

主因として合計で前期比 1.2%増の 2,116 万台となる見通し。足元は米国市場が想定よりもやや厳しいものの、

その他地域は順調に推移しているもよう。同社においてもほぼ同様の傾向となっているようで、今後は米国市場

の動向が懸念材料ではあるものの、為替が想定よりも円安で推移していることもあり、業績は会社計画を達成す

るものと予想される。
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